
3月の月一レターです。                                         （2021・3・19） 

去年の３月の月一はコロナ終息の「サクラサク」を願っていました。しかし、コロナウイルスはただものでは

なく、終息は無く、長く向き合い、「収束することに努力していく必要がある」ことをこの一年で知りました。 

 昨日、息子の通院に付き添いました。病院の庭には何種類もの桜の木 

があり、まだ０.５部咲きながら咲かせている木を見つけました。 帰宅して、 

夕方に近くの桜を見るとチラホラ。何となくウキウキします。２１日で緊急事 

態宣言解除になりましたが、知事さんが口を揃えてリバウンドの懸念を訴え 

ていました。今年の桜も少し立ち止まって、愛でることにしましょう。 

 

・◆◇━━━━━━━━━━━━━◆◇ ・◆◇━━━━━━━━━━━━━◆◇ 

【リモート版】みんなねっとフォーラム（初のオンライン開催） 

『地域の中で暮らすことを支え・支えられる包括ケア』 厚生労働省では、精神障害者にも対応した地域包

括ケアシステムの構築の検討が進んでいます。地域で暮らしていくことの主人公は障害当事者と家族です。 

支援者のみなさんの力も活用しながら、生活することの困りごとをどう解決していくのかを考えていきたいと

思います。 家族やご本人はもちろん、支援者や関係者の皆さまと共に、精神障害者とその家族の支援に

ついて理解を深め、これからの展望についても考察できればと思います。精神保健福祉の拡充に向けて、

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築が充実することを願い取り組んでまいります。 
 

日 程   2021年 3月 28 日(日) 14時～16時（13時 30分受付開始） 
実施方法  Zoom ウェビナーによるオンライン開催 

参加費   無料 （どなたでも視聴できます） 

【視聴方法】 開始時間になりましたら Zoomにアクセスしてください。 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_RR6KnlscQ9i46xEm46NZvg 

ウェビナーID：898 8963 4114 

ウェビナーのパスコード： 325632 

 

【プログラム】 

■講演「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域づくり」 

高杉宏 （一般社団法人ＬＥＡＦ代表理事） 

《精神科病院に勤務された後、福祉サービス事業所(就労継続支援 B型、相談支援事業所)を運

営。熊野町当事者家族会の立ち上げサポートや地域で生活している人たちとのつながりづくりを

大切にしながら事業所活動を行なっている》 

 

■シンポジウム「地域で暮らすために，今できること」 

●当事者の立場から 「自分らしく安心して生活できる地域とは…私の生きかた」 

出本恵子 （北広島町ひまわり家族会） 

《当事者研究や家族会などで、ご自身の苦労やいきづらさなどの貴重な体験発表や、体験本の出

版など当事者立場で活動。著書「ポケットのないスカート」など》 

●家族の立場から 「地域で生きづらいと感じたこと，共に生き，支え合うということ…私の場合」 

出本茂 （北広島町ひまわり家族会会長） 

《妻･恵子さんとともに地域で暮らし、伴走者として支え合い、わかちあいながらお互いに一番よい

距離を研究しながら、家族会の活動を恵子さんとともに行う》 

●医療従事者・相談員の立場から 「生きる力を支える支援とは。そしてこれからの地域課題」 

元満俊介 (社会福祉法人広島厚生事業協会府中みくまり病院 PSW 

・同相談支援事業所相談支援専門員） 

《府中町障害者地域自立支援協議会精神保健部会の部会長として、安心して暮らせる地域づく 

りの活動に従事。また、みくまり病院相談支援事業所･相談支援専門員として就労支援も含めアウ

トリーチ的なサポートを行っている》 

 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_RR6KnlscQ9i46xEm46NZvg

